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層位学

(総論その3)

1.2.組織化の初まり

18世紀の後半に入ると新しい開化の時代の曙光がさ

し始めそれとともに成層岩を含む人間の物理的環境

のなかに人類の関心がひろが()て行った.石炭や金

属鉱物その他の有用鉱物資源の採掘に従事していた人達

が探鉱や生産の仕事に指針を与える作業仮説の必要たこ

とをまず認識した.産業革命(!76座～!814)が行なわ

れたのもこの頃で石炭をはじめとする有用鉱物の需要

がこの頃から急に増大したとこがこのように地質学に

も大き肢転機をもたらしたのである,有名たJ畑Es

W柵(1736～ユ819)が蒸気機関に大改良を加えて今員

の型式のものを完成したのは1782年のことである.

地殻を構成している諾岩層カ∫大まかたがら初めて層

位学的に分類されたのがこの時代である.次にこの

時代に層位学に大き改貢献をした学者とその業績につ

いて述べておこう.

胴HMANの分類

ドイツの鉱物学者であり鉱山技師でもあった了O趾

NNGoTTL0BL囲肚N(?～1767)は1756年層位学を

提唱しかつ地殻を構成する諾岩層を次のように3大

別した.

王)始原系(Pri1nitive):化石を欠く結晶質の岩石類で

生命の出現に先立つ化学的起原のもの.

2)第二系(Secondary):化石を含む成層岩類でより古

い岩石類から浸食･運搬されてきた粒子を含む.

3)沖積系(A11uvia1):固結が進んでいない表層の砂や礫

彼の始原系は本来原初地殻の意味であろうが今日で

は第三系に属する結晶片岩も知られているので彼自

身が考えたように始原系が必ずしも第二系より古いと

はいえない.また第二系には米国西部の上部原生

界のベノレト統(Be1tSeries)やオｰストラリアのパウ

ンド砂岩(POmdSandstOne)たどのように化石をも

った非変成の先カンブリア系のあるものが含まれてしま

う.とくにアデレイドの北方およそ480kmのとこ

ろで発見されたパウンド砂岩の化石は多量に採集され

ており大部分は腔腸動物であるが環虫類や飽足動物

に似たものも含まれていてエディアカｰラ動物灘(E-

diacarafama)として知られている.また沖積系に

は今日の第四系ばかりでたく未固結層のすべてが入

おさ臼

福田理

ってしまいところによっては今日の古第三系や中生

界のものまで含まれかねない.しかしLeh･namの分

類はそれまでの断片的た研究を秩序立てるのに必要在

一般化された骨組みを与えたばかりでたくその譜岩層

の扱い方はものごとを建設的に考える上に意義深い進

歩をもたらしたものといえよう.

ARDUINOの分類

イタリアの教授で地方の鉱山長でもあったGエ0Y州Nエ

ARDUINo(!713～1795)が南アルプスからイタリア北

部の平原にわたる地域を研究して地殻を4つに区分し

主として結晶質の岩石から構成されている山脈の核の部

分を第一系(Primary)あるいは始原系(Pエ三皿itiye)

山麓部のもめた固い地層灘を第二系(Secondary)そ

れより低いところにあるあまり固まっていない地層灘を

第三系(Tertia工y)と呼びさらにそれより若い未固結

の堆積物を沖積層(A11u∀ium)としたのは1759年の

ことであった.彼はこの分類が広く適用できることを

証明したばかりでなく大きく見るとそれらの間に生

成時代の別があることも明らかにしている.なお第四

系(9uatemary)は1829年に茂ってパリ盆地の第三

系をおおう若い未固結の地層灘に対してJ.D酬｡珊鵬

によって与えられたもので沖積層はもちろんこの申に

含まれる.

附囎S肌と地質系統

ドイツの物理学者G週｡RGC醐sT工洲肺｡亙舶L(1722～1

!773)は川レツ山地とチュｰリンゲンの森の結晶質の

岩石の上にある地層灘を8つの層(Form･ation)あるい

は統(Series)に分け地図の上でそれらを同定･追跡し

た.そしてそれぞれの層あるいは統はそめ岩相お

よび化石について記載されかつ別々の地質学的時間に

位置づけされた.その後の統という用語で代表される

地質系統(Geo1ogicse工ies)の概念はこ･のF廿｡亘sEL

の研究に由来するものである.

1.3.地質学の英雄時代

ZI･･肌はすでに紹介した著書“地質学吏"において

地質学の歴史を4時代に分け1790年から1820年にいた

るその第3の時代を地質学の英雄時代(Desheroishe�
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と名づけている｡そ

してこの時代を代表

する地質学者がW酔

NERHUTTONおよび

SMITHである.

図2-5AbrahamGott1obWemer

(1749～1817)〔地質ニュｰス

193号から〕

畑舳GoTTLoBW醐珊(1749～1817

彼はフライブルグ鉱山大学(FreiburgBerg出ade㎜ie)

の教授として当時天下に声名の高い学者であり講義･

講演が巧みであったのでその学説は一時は一世を恩凛

した.彼は各種の地質学的素杖を体系づけた最初の学

者である.

W姻RNER

と汎本論

地殻を構成する種々

の岩石の類型の相対年

代に関する一般化をし

たのはドイツのABR一

図2-5)である.

彼の著作のなかでその考え方カミもっともよくまとめ

られているのは1787年に出版された有名た“Kur･e

K1assi服ation"(岩石分類大網)である.このたかで

彼はL醐M州Nの分類を次のように改訂した.

1)始原岩系(Pri㎜itiveSeries,Urgebirge):今

日の貫入岩類と片麻岩だとの高度の変成岩類を

含む.彼はこれらの岩石を陸域の隆起以前に

原始大洋の水から最初に化学的に沈澱したもの

と考えた.

2)遷移岩系(丁工ansitionSeries,むbergangsgebi}

ge):高度に固結した石灰岩岩脈岩床お

よび厚いグレイワッケを含む.彼はこれらを

大洋に由来する最初の通常の沈積物と考えた.

また彼によれぱこれらの岩層は始原岩系

とともに分布が“miversa1"(普遍的)で

汎世界的に中断されることたくひろがっている.

3)成麗岩系(Stra舶edSe工ies,F1Oz):これは当

時ひろくSec㎝da工y(第二系)と呼ばれていた

もので層理の明瞭た合化石岩の大部分に“Tr-

ap工｡cks"(トラップ岩類)を加えたものを含

む.トラップ岩類は模式的な深成岩類のよ

うに粗粒でたくかつある種の火山岩類のよう

に多孔質でもない暗色の火成岩類の総称で玄

武石輝緑岩安山岩斑岩および崖麹1岩

(Lamprophyre)たどを含む.W醐ERは

これらの暗色の細粒ないし中粒の火成岩類を

すべて水成岩と考えた.

4)沖積系(A11uvia1'Series,Aufgeschwe㎜1皿te):

これはW酬ERの同時代の学者によってTer-

ti0･y(第三系)とも呼ばれたもので大陸から

大洋カミ返いた後に形成された固結が進んでいな

い砂礫および粘土のたぐいを含む.

5)火山岩系(VO1canicSeries):噴火口から流れ

出たことが明白た若い熔岩類のために他の諾

岩系より多少おくれて考え出されたものである.

W珊鵬はこれらの火山岩類をあまり重視せず

火山現象を地下の石炭層の自然発火の現われに

過ぎないと考えた.

このように水の作用を重視したWERN跳の学説は汎

本論(Neptunism)と呼ばれ彼の学説を信奉する学者･

学徒は汎本論者(Neptunist)と呼ばれた.当時汎水

論者はヨｰロッパ全域にわたる地質学的観察に汎本論の

概念を適用し野外で見られる講関係がその学説にそぐ

わない場合にさえかたくたに汎本論を押しつけたきら

いカミある.このように彼の学説があまりにも優勢であ

ったために層位学の発展がおくれた証拠がいくつかあ

る.しかし汎本論によってまき起こされた激しい論争

は野外の資料を収集し研究することを大いに刺激した.

文豪Jo亘ANNW0L珊岬vonGoET囲(1749～1831)が

このW酬ERの流義に従って当時Geognosieと呼ば

れた地質学および鉱物学の研究をし多くの著作をもの

していることはよく知られている.彼の後半生には

次に述べる汎火論が台頭したが彼はこれを喜ばず極

端な汎本論には不満を感じたがらも晩年にいたって

天下の大勢が汎火論に傾きつつあった時にその詩のだ一

がで花闇岩だとが水中に沈積したものであると主張す

るたど最後までその態度を変えたかったようである.

われわれはGo週丁囲を地質学者として扱うことには

いささか抵抗を感じるカミその学術的態度すたわち綿

密た観察と注意深い総括から教えられることは多く当

時の専門的な地質学者にとってもたとえ無意識的にも

せよかたり刺戟とたったことと思われる.

G0囮丁醐はEcKERMムNNとの対話(1827年1月18目)

のなかで私は自然を作詩の目的として観察したことは

ないがしかし風景画を描いたことと自然研究をや

ったことから作詩の上に非常な利益を受けた(早坂�
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一郎訳)という意味のことを述べている.これと一脈

通ずるのがわが大岡昇平の小説たとえば“武蔵野

夫人"のなかに見られる風景描写である.

またGo皿丁囲は汎本論と汎火論の対立について晩

年まで気にかけていたようである.これを裏書きする

のは1830年すたわち彼の死の前年に完成されたとい

われるファウスト(Faust)の第2部のたかにこれら

両学説の論争が扱われていることである.古代ヴァ

ルプルギスの夜(K1assischeWarpurgisnacht)の

場面の火山論者AN虹蝸0RAsと原水論者丁臥L週sの会

議がそれである.以下しばらく森林太郎(欧外)の

訳によってこの会話を追ってみよう.

アナクサゴラス(タレスに)君は強情で人の説に服せまい

としているの.だ.

君に得心させるにはこれ以上に何がいるのかい.

タレス波というものはどの風にも難くが

頑固な岩は避けて通るのだ

アナクサゴラス火の気でこの岩はできているのだ

タレス生物は混りでできたのだよ.

アナクサゴラスそこで君一晩にこんな山を

泥から祷えたことカミあるかい.

タレスところが自然というものとその生々した変化とは

昔から昼夜や時間で限られてはいたいよ.

]々の物の形を正しく補えて行くのがきまりで

大体から見ても威力も以てやってはいない.

アナクサゴラス処がここではやったのだ､プルトン(P1u-

ton)流の恐ろしい怒った火

アィォルス(Aio1us)流の蒸気の爆発力が

平地の古い上皮を衝き抜いてすぐに山が

できなくては怒らぬようにしたのだ.

タレスそこでそれ以来どうなったというのだい.

山ができている.詰まりそれで宣しい.

こんな圃瞳で暇を潰して辛抱強い世間の奴を

引き摩り廻しているばかりでは駄目だ.

亙U蛆ONと斉一説

J五MEsHUTT0N(1726～ユ797図2-6)はW酬醐より

23才も年長だが医学を志して学位まで得たのにそれ

を捨てて田舎で百姓をしている間に財産にまかせて

諸国を巡遊しその間の見聞を材料として友人達のす

すめるままに書き綴ったのが有名た地球論TheOry

oftheEarth)である.これは最初論文の形で17ε5

年創立後間も荏いエディンバラ王立学士院に提出され

たもので“TheoryoftheEarth,oranInvestigation

oftheLawsObserYab1eintheCo皿position,Disso1u-

tionandRestrationofLandupontheG1obe"と題し

てそこの学事報告第1巻に収められている.その後

この論文に増補･改訂をカｰえたものが1795年･Theo工y

oftheEarthwithProofsandInustratiOns"と題する

全2巻の単行本として出版された.一般に地球論とし

図2-6JamesHutton(1726～1797)

〔地質ニュｰスユ93から〕

としたところからその学説は汎火論(P1utonisIn)と呼

ばれその信奉者は汎火論者(P1utonist)と呼ばれた.

驚くべきことに彼は火成岩類のなかに現在われわ

れか深成岩類と呼んでいる花開岩のようだ岩石と噴出

岩類と総称されている熔岩類との区別さえ認めていた.

水成岩類については原始海底のところどころが地熱

による内部の膨脹で押し上げられてできた陸地カミ削られ

て砕贋物とたって沈澱したものに由来しそれが地熱

のために次第に凝固して堅い岩石に肢るというのカミ破

の考え方であった.

HUTT0Nは郷里のスコットランドの河川湖沼お

よび海津で見られる堆積過程を研究して大昔の堆積物

に見られる性質の多くが現代の未固結の沈積物のたか

にそのままくり返されていることを認めた.また彼

は原始状態の地球が現在の状態にたるまでに経過した時

間が当時まで一般の学者が想像していたよりもはるか

に長いと考えた.その長い間に働いた営力は質にお

いても程度においても現在われわれが経験しつつあ

るとおりであってノアの洪水のようだ大規模た突発事

件の結果のように見える地質学的記録も長時野にわた

って働いた各種の営力による結果が集積したものにほか

ならたいというのが彼の主張のもっとも重要た点の1一

つである.図2-7および図2-8は彼が残したスケ

ッチの例で彼の観察の鋭さと正しさをよく示している.

て知られでいるものは

これである.

HUTT0Nは野外にお

ける豊當な見聞と室内

実験とを組合わせて

WERNERが海中の沈澱

物と考えた多くの火成

岩類が熔磁状態から冷

えて固まったものであ

ることを決定的に証

明した.彼は各種の

地質現象の根本原因を

地下の熱(火)にある

このようた卓見にも拘わらずHUTToNの学説はそ

の生前にはほとんど認められたかった.それが学界

で注目されるようにたったのは彼の死後6年目の1802

年にJoHNPLAYFAIR(1748～1819)がその学説の解説

“I11ustrationsofHuttonianTheoryoftheEarth"を出

版して後のことである.この点についてはHUTT0Nに

も責任がないとはいえない.すなわち彼の著作はく

どくて長い文章が続く読みにくいものでわれわれの目�
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劇2-7スコットランドの囲inburghの南東の海津で見ら机る摺曲した地層

Huttonの｢地球論｣の図を画き直したもの(Wooaford1965による)

に触れる岩石の大部分カミ今日誰もが堆積岩としている

ものも含めて本来地球内部の熱のために一度熔融した

ものが固まったものであるという主張の説明に100ぺ

一ジ以上を賞している.これに対してPLAYFムIRの解説

霧はわかりやすい名文で綴られており多くの読者を得

てHUTT0Nの卓見もようやく目の目を見ることができた.

SM亙THと化痛の利用

WILLI舳S皿1TH(1769～1839図2-9)はイギリスの

農家に生まれ初等教育を受けただけであった｡彼は

初め炭鉱の測量に従事し後に土木技師として水路

の建設たどのために広く各地を踏査し次いで地質図

の作成にまで進んだ.1798年頃彼が管理者となって

建設したバｰス(Bath)の近くのソマｰセット炭鉱水路

(S0皿ersetCOa1Cana1)の遺構は今日でも残ってい

る.バｰスは南西イングランドのブリストル(Bristo1)

の東にありロｰマ時代の湯治場として知られ18世紀

から19世紀の初めにかけて再び湯治場として栄えたと

図2-9W111iamSmith(1769～1839)

(Dunbarユ959による)

ころである.水路の掘さくがゆっくり進む間に彼は

水路が横切る地層中の化石を採集し研究する時間を持

つことができた.1799年彼は2人の友人にバｰ

ス付近の地層およびそれを特徴づけている化石の表を与

えている.初め彼は岩石そのものの特徴によって

その層(For皿atiOns)を区別した.彼は地質図の作成

をイングランドの全域にわたって進めている間にある

層を特徴づける化石が各地で発見できることぱかりでな

く特定の岩石を特徴づける植生があることにも気づい

た.彼の地層名の表にはチョｰク(Chalk)ロンド

ン粘土(L㎝donαay)およびオｰクトリｰ泥灰岩(Oか

ktreeMar1)だと今日でも使われているものが含まれ

ておりその名声を現在に伝えている.

イングランドでもフランスでも柔軟ではあるが強

靱た石灰岩である白いチョｰクは草で被覆された高原

あるいは山の背を恋して突き出ている.チョｰク質の

砂岩自身は谷壁や海津の崖に数多く露出しているほか

無数の水路の掘割りその他の凹みにも見られる｡傾斜

した一連の地層灘中にあってはチョｰク

はその上･下にある岩石が侵食されやす

酬鱗鱒鰯

いため山の背を形成してケスタ地形を

作っている.

S皿IT亘によって発見された化石凝集間の

相違の例は1816年に出版された図版のう

ちの2枚に図示されている.そのうち1

枚にはチョｰクの下部の化石がまた他の

!枚にはチョｰクの上に重たる地層である

ロンドン粘土の化石が含まれている.

血0･舳舳3属の2枚員およびアンモナイ

トは古い地層から洗い出されて若い地

層のなかに再沈積したごくまれた場合を除

けばチョｰクより上位の地層には知られ

図2-8スコットランドのJedbu㎎hで見られる不整合Huttonの｢地球諭｣の

図を画き直したもの(Woodford1965による)�
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ていたいし蛤や蝸牛はチョｰクのような古い地層には

決して見られない.事実2つの化石群集はそれぞれ

独自の層を特徴づけている.彼がこのような結論に達

することカミできたのは野外における忠実在観察のたま

ものである.彼が汎本論者と汎火論者の論争にほとん

ど注意を私わたかったがこれは当時と､しては珍しいこ

とで彼に学歴がたかったことがあるいは幸いしたの

かも知れたい.

SMIT互が生涯の仕事を通じて明らかにしたことは1

つの地層をその上位や下位にある地層からI含有化石

によって区別できまた互いに離れたところにあるた

めに層位学的関係を直接確めることができたい地層で

も含有化石の種類によって同じ層位学的位置を占める

ものかどうかを判定できるということである.このこ

とはしばしば“化石による地層同定の法則"と呼ばれ

ているが以上に述べたことからわかるようにこれは

ST酬｡によって確立された法則とは異質な地層の層

位学的同定あるいは識別の1つの方法である.

SMIT豆の層位学的た仕事および地質図作成の仕事は

1815年イングランドウェｰルズおよびスコットラ

ンドの一部にまたがる地質図の出版をもって頂点に達

した.この地質図には31の岩層と多くのその細分され

たものの地域的な分布が示されている.図2-10ばそ

の1部を簡単にして示したものである.

前に述べたようにST酬｡の累重の法則によってわ

れわれは地質学的た対象のうちから順序を読みとる

ことができるようにたった.しかしこの法則だげで

はある地域で立てた標準層序を適用できるのは地層

の性質が変らたいせまい範囲に限られる.S}旺I佃のも

っとも大きな功績は化石がこの問題を解決してくれる

ことを明らかにしたことである.このこと自体はす

でに述べたように古くHo0KEによってある程度明ら

かにされたことであるがSMIT豆か化石を使って実際

にその効用を示した功績は大きい.Hoo肥とSMITH

の関係はロケットの理論つまりロケットか空気のた

いところを飛び得る唯一の方法であることを明らかにし

たロシアのC0NsT畑TINEDw畑DwIc亘ZYoRK0YsKY(1857

～1935)と1943年にy2号ロケットを完成しさらに

1969年にアポロ11号による月着陸を成功させたドイツ

(戦後アメリカに帰化)のW醐亘珊vonB趾UN(1912

～)の関係に似ている.

1.4.LYE肌と近代地質学の確立

C亘今ELEsL耶LL(!797～1875図2-11)は!797年11

月14目スコットランドのキンノｰデイ(Kimordy)で

EHgli;』C』0H冊e1

么�卅

･｡｡｡｡,鵠昌N暮1軌W帖}撚.1…鰍1

�

舳岬.ド㍗lM

S1肥帖』olowt一●O㎞1一

図.2一τ0南東イングランドの一部の簡略化した地質図および地質断面図

(Smith1815による;Woodford1965より)

生まれた.この年HUT叩0Nが亡くなっている.キ

ンノｰデイはミントランド渓谷(M呈d1andVa11ey)の北

東部にあたる.この付近は1893年GE0R鵬BARROw

(1853～1932)が変成地域の鉱物変化による分帯(Mineral

･Oning)を行ない温度上昇に伴って変成作用が進む累

進変成作用(Progressive㎜etamrphis皿)を明らかに

したところとして知られている.彼の父はケンブリッ

ジ大学を出て植物やロｰマの古典を研究した人であっ

たカミ家は大地主で生活は豊かであった.C臥肌Es

カミ生まれて間もなく一家はイギリス海峡に面したイン

グランド南部にハｰトレイロッジと呼ばれる別荘を借り

た.C肌肌Esはここに28年間住み10人兄弟の長男と

して育った.夏にたると一家は郷里のキンノｰディ

に帰って休暇を過した.また彼も彼の一家も揃

って旅行好きだったようで家族連れでイタリアヘ行っ

たりドイツヘ行ったりしている.

LYELLはHUTT0Nの地質学説を一層科学的たものに発

展させたが必ずしも実地調査の面で欠きた業績を残し

たとはいえたい.当時AD畑ES亙DGwIcK(1785～1873)

とかRoDERIcKMURc亘Is0N(1792～1871)というようた

博学た技術者がいて広範囲にわたる実地調査を行たい

ヨｰロッパの地質学的知識発展の基礎を築いた.

LY肌Lの偉大だところは別にある.すなわち彼は

種々の地質現象をできるだけ広く観察し先入感や偏見

からまったく離れて穏健た判断を下したことから多

くの人々に支持された.彼の考え方は大局的に正しく

表現法も明快であった.

このLY蛆LがHwT0Nの“地1球論"をとり上げたの�
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図2-11

卩����������

1875)(Dunbar1956による)

図2-12

卩牒潤敲楣歉��

����������

(Dunbar1956による)

である.彼はHUTT0Nの考え方に共鳴･心酔し大い

にその視述につとめHUmNの間違いについては人

が気づかぬようにうまく処理してしまっている.

地質時代を通じて行たわれたさまざまな変動･変革は

その本質においては現在われわれが経験するものと異

なるものではたく地質時代の事象が一見非常に大げさ

に見乏るのはそれらが従来考えられていたよりははる

かに長い時の経過の間に行なわれた変動の結果の集積に

ほかたらたいというのがHUTT0NおよびLYELLに共通

た主張である.L個狐はこの根本理念の確立のために

HUmNにおいては考えられなかったような多種多様

な観察に非常な努力をしたばかりでたく他の多くの学

者の経験のなかにも断えず資料を求めてやまなかった.

HmT0Nびいきの学者の肢かにはLYELLの業績はH}

TTONの体系のつぎはぎに過ぎないという見解さえ見受け

られるが早坂博士(1943)によればHUTToNがその学

説を理論(Thoo･y)と名づけたのに対してLY肌Lはそ

の所説を原理(Princip1e)と呼んだところに両者の研

究上の態度の相違が認められるという.またHUTT0N

は現在働きつつある原因をすべて知っていると信じてか

かったのだがLYE皿はそれカミｰ体何であろうかを知る

ために努力したともいわれている.

LYELLのもっとも大きな業績は有名た著書“P工incL

p1esofGe0109y"(地質学原理)全3巻そのものにある

とさ乏いえる.この本の第1巻は1830年にまた第2

巻および第3巻はそれぞれ1832年と1833年に出版された.

正式の表題は“Pエincip1eso壬Geo1ogy:beinganatte一

】mpttoexpIainthefonnerchangesoftheEarth's

surfaceby工eferencetocausesnowinoperation"で

そのまま訳すと“地質学の諸原理一地球の表面の過去

の諾変化を現在作用しつつある諾原因に照らして説明し

ようとする1つの試み"となる.この本のなかで述べ

られている個々の事象のうち今日でも注意をひくもの

の多くはすでにH卿0N以来の学者によって明らかに

なくなかった.とくに

CH蛆LEsDAwIN(1809～1882)に欠きた影響を与えた

ことはよく知られている.彼はBeag王e号の船内に地

質学原理の第1巻を携行したばかりでたく旅行先に送

られてきた第2巻および第3巻とともにくり返し精読

したということである.

L孤肌の層位学に対する直接的な貢献としては地層

中の貝化石のたかに含まれる現生種の百分率を冒安とし

て第三系を下位から現生種が3.5%の始新統

18%の中新統50～35%の古期鮮新統および95～90%

の新朝鮮新期統に区分した.始新統以下の邦語カミ本来

の意味をほとんど伝えてい校いので次に原語の語原を

示しておこう.

されている.それにも

拘らずLY肌工の名声が

今日でも衰えていないの

はこの本によって彼

が地質学を今日行なわれ

ているものに近い形に体

系づけたからである.

実際この本を読んで地

質学を志したものも多く

また古い天変地異説や洪

水学説などから近代地

質学へ転換したものも少

この本が地質学者でもあった

鮮新統Plioceneギリシア語のμ6'o∫(醐0re)十和加0∫

���琩

中新統Miocene伽ゴ03(1ess)十和ゴ加｡∫

始新統Eoceneθo(dawn)一卜加加05

もっともLYELLがこの仕事に利用した貝化石の研究

は実はフランスのPAULD週s趾Y醐(1797～1875)が行

なったものであった.DEs趾珊sはパリ盆地を初めと

してロンドンベルギｰヴィサンティンツｰロン

アキテｰヌヴイｰンハンガリｰだとヨｰロッパの

代表的な第三系盆地を研究し化石種2902種現在種

4639種を比較検討した.その結果の一部はD鵬肌珊s

自身の手で1830年に発表され完全なものはLYE皿の

“地質学原理"第3巻に彼の新生界の区分の基礎とし

て発表された.

1839年LYELLは先に新朝鮮新統としたものを更新統

とした.その後1854年にH.E.v0NBE珊Ic亘は

それまでの始新統と中新統の一部を分離し両者の間に

漸新統を設けた.さらに1874年にはWf.Sc亘I皿P･

EEがおもに植物化石の研究結果に基づいてそれま

での始新続の最下部を暁新統として独立させ今目使わ�
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表2-1

LY肌Lと現代の層位学的分類の比較

����㌳�

㍉

モ

貞

Nowe■P1iocene

������攀

���攀

�捥�

現代の分類

ト

巾

自

�

ω

新

生

界

�整慣�畳

坥���

Oo1iteorJ岨aliInestonegroup

�慳

�睲����潮敧�異

�

ヨ

伀

b回

�

○

自

〇

一

〇

��浥慳��

���楮�浥�潮攀

������潮攀

Graywacたeand

�慮�瑩潮�浥�潮攀

偲業��

1中

生

界

古

生

界

第四系Quatemary

第三系Tertiary

白亜系CretaceOus

ジュラ系Juτassic

三畳系Triassic

1二畳系･｡｡m｡｡

看炭系Carbonifemus

デボン系DeY0nian

シルル系Silurian

オルドビス系Ordoマician

カンブリァ系Cambrian

先カンブリァ系Pr㏄a㎜brian

界の層位の目安を得るために使わ

れたカミどんたに改良を加えても

方法論上の欠陥は如何ともし難く

今目ではほとんど使われていたい.

わが国でも横山又次郎(1860～

1942)によって広く各地の新生

界の貝化石による層位の認定に適

用されたカミ36種中10種すたわ

ち約28%の現生種を含むという今

目の白水(あるいは内郷)層鮮が

中新統とされていることや124

種中28種すたわち約23%の現生

種を含むという沼の珊瑚層が更新

統とされていることたどの例に兄

られるようにその後の研究によ

ってかたりちがった緕論の下さ

れている例が少次くたい.

C.O.DUN跳R(1959)によれば

百分率法による新生界の区方の終

局的な規準は次に示すとおりで

ある.

統(Series)現生種の

れている第三系の5統カミ揃った.これら3統の邦語も

次に示すように本来の意味をよく伝えているとはいえ

たいようである.

更新統P1eistoceneμθ畑03(㎜ost)十肋加o∫

灘新統O1igoceneo晦o∫(1旦ttle)十是α加05

暁新統Pa1eocene切"03(ancient)十肋加03

百分率法(Percentage㎜ethod)として知られたLYELL

の新生界の区分方法は改良を加えて世界各地の新生

(KRU}佃EIN1963)

百分率

更新統P1eistocenegO～100

鮮新統P1iocene50～90

中新統Miocene20～40

漸新統01igoene1o～15

始新続Eocene1～5

暁新統Pa1eoceneO

またLYE皿(!833)カミ“地質学原理"の中で用いた全地

質系統の大分類を今目普通に使われているものと対照

させて示すとおよそ表2-!のようにたる.この分

類を確立するに当ってLY肌LはSm亘の岩石単元(Rocた

unitS)を採用したほかヨｰロッパ大陸からも少数の

岩石単元を採用してS㎜佃の不備を補たった.

(筆者は燃料都)

(43頁からつづ<)

地学関係の専門家が訳したのではたい場合とくにシ

ェィンマン(肥.M.皿e舳Ma冊)のようた難解た文章を

好む学者の論文たとえぱvoL12No.6のrThegene･

rationofmag㎜a｣は原題｢Knpo6πeMereHepa岬H

MaFM-Ontheprob工emofgeierationof皿agma｣に

始まって全体として1/｡の説明が削除されているといっ

た正確た完訳と称し難いものも認められますし不適当

な専門用語も散見されます.ロシァ語を英語に訳すと

10%程度短かくたることは普通ですが(図の縮少例も含

めて)それ以上に短かくたっているのは削られた原文が

あるとみたくてはたりません.このことを知るために

は｢Intemationa1Ge010gyReview｣誌の各論文の注に

書かれている原文のぺ一ジ数と訳文カミのっている実際の

ぺ一ジ数を比較すればよいでしょう.通常1ぺ一ジの

字数は原文･訳文とも大体同じとみて差支えありません.

とはいえ基本的には原論文の内容を伝える上で用をな

しているといえましょう.地質調査所内ではこれは

もっともよく読まれている雑誌の1つです.�


